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こんなときは地域包括支援センターへ ～介護施設編～

梶原住宅集会所（市営住宅）にて
健康チェック

令
和
元
年
九
月
二
十
七
日
（金
）

九
時
半
～
十
一
時
ま
で
梶
原
市
営

住
宅
に
お
住
い
の
方
を
対
象
に
鎌
倉

市
市
民
健
康
課
の
保
健
師
を
お
招

き
し
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し

た
。
住
民
の
皆
様
が
誘
い
会
っ
て
二

十
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
健

康
チ
ェ
ッ
ク
は
、
骨
密
度
・血
圧
測

定
・握
力
測
定
・開
眼
片
足
立
ち
・立

ち
上
が
り
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

『
鎌
倉
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
湘
南
鎌
倉
』は
高
齢
者
の
よ
ろ
ず
相
談
所
で
す
。

医
療
・介
護
・福
祉
に
関
す
る
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

測定後、市の保健師からフレイル予防
のお話を受けている住民の方々

フレイル予防
『フレイル』とは、心身の活力が低下した状態で健康な状態から『フレ
イル』を経て“寝たきり”の状態になります。ただ、生活習慣を見直すこと
で健康な状態に回復できることもわかっています。『フレイル』の兆候
の有無を確認し予防に取り組みましょう。

□最近体重が減った（1年間で２～３㎏程度）。
□疲れやすい。
□買い物でペットボトル（２㎏程度）などを運ぶのが困難になった。
□横断歩道で青信号の間に渡るのが難しい。
□外出する機会が減った（身体の活動性の低下）。

⇒３つ以上当てはまるとフレイル
１～２当てはまるとフレイル予備群 の可能性があります。
気になる方は担当地域の地域包括支援センターまでご連絡ください。

特別養護老人ホーム
や介護老人保健施設
は、どのような方が入
所できるの？

あなたは大丈夫？『フレイル』セルフチェック！

ご
近
所
さ
ん
と
介
護
予
防

種類 特徴 対象者

特別養護老人ホーム
常時介護が必要で、在宅での生活が困難な方が
入所して、日常生活の支援や介護を行います。

原則
要介護3～5

介護老人保健施設
状態が安定している方が在宅復帰できるよう、リハ
ビリテーションを中心としたケアを行います。

要介護1～5

骨密度を測定する機械

健
康
チ
ェ
ッ
ク
終
了
後
、
お
一

人
ず
つ
に
お
体
の
状
態
の
説
明
、

ま
た
フ
レ
イ
ル
予
防
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
「介
護

予
防
の
大
切
を
改
め
て
感
じ

た
」「こ
う
い
う
交
流
も
い
い
。

交
流
は
大
事
」な
ど
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
域
の
皆
様
が
集
ま
る
場

所
を
お
借
り
し
て
講
座
な
ど
の

開
催
の
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

血圧測定


